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熱
心

平
七
月
、

ヵ

七

つ

に

の

で

上

っ

た

て

ナ

ぐ

赤

詞

に

か

か

り

、

そ

の

府

で
、
七
月
十
一
日
、
一
ご
i

ー

了

っ

た

3

長
島
は
規
矩
彦
氏
（
元

）
長
女
は
、
捕
司
氏
の
亡
く
れ
る
．

f+且
訓
に
生
れ

。

履
軒
先
生
の
子
柚
園
先
屯
の
甚
か
、
柏
と
い
う
て
、
料
川
泊
氏

＾
ン
ダ

泉
ヶ
丘
町
八
田
、
代
々
庄
扇
、
現
戸
に
）
の
岱
11

糾
父
の
妹
に
岱
り
、
桐
園
先

生
の
母
に
岱
る
。
明
治
三
平
十
月
二
十
七
ll
七
十
八
才
て
、
白
水
町
の
巾
井
ぷ

て
亡
く
な
ら
れ
た
。
其
の
柏
の
女
に
千
代
と
い
ふ
の
か
あ
っ
て
、
料
川
刊
作

（
後
に
利
右
術
門
ぶ
笠
叫
含
名
ナ
）
に
條
し
た

3

て
男
一
女
を
生
ん
だ
が
、
朝
、

洗
頑
に
井
戸
端
へ
い
つ
て
、
足
を
滑
ら
し
て
弼
死
し
て
了
っ
た
。
寒
呆
脊
が

「
去
年
来
ま
し
し
其
れ
を
別
れ
と
白
露
の
郎
に
沈
む
千
代
の
玉
の
紹
」
と
娩

'

タ

ク

歌
を
作
し
て
、
桐
園
先
生
に
托
し
に
も
の
で
あ
る
。
没
年
は
明
治
二
年
四
月

二
十
七
日
で
あ
っ
た
。
千
代
の
長
易
が
料
川
ぷ
を
編
が
ず
、
泉
北
郡
百
丙
討

百
訂
（
現
、
堺
市
直
済
）
辻
／
テ
ィ
の
妍
義
子
と
な
っ
た
楠
司
氏
で
あ
っ

こ
。t
 楠

司
氏
の
い
つ 雑

録

の

節
仲

田

應

弘

な

六
七

か
し
こ
く
も
む
か
し
な
が
ら
の
つ
き
を
見
る
か

古
平
衿
作
氏
か

月
ぞ
十
日
、
先
代
善
作
氏

知
友
に
諒
ん
で
貰
つ
て
輯
緑
し
た

そ
の
中
に
、
杓
、
松
本
明
恕
と
い
ふ
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
か
ね

が
ね
知
り
た
い
と
顔
つ
て
ゐ
た
、
外
曾
祖
父
、
松
本
龍
平
の
歌
名
で
あ
る
こ

と
か
、
古
平
氏
の
御
手
紙
に
依
つ
て
知
る
こ
と
を
得
に
。
詢
略
、
四
代
の
松

木
先
生
の
間
由
、
直
ち
に
販
讃
べ
巾
餃
虞
、
龍
平
先
生
の
雅
裁
を
叫
恕
と
申

さ
れ
し
と
仔
候
。
臥
の
父
（
王
清
氏
）
喉
と
歌
友
に
て
、
中
村
艮
顕
先
生
を

師
と
せ
ら
れ
し
信
凪
出
し
、
短
凡
は
へ
共
、
其
営
時
、
賞
、

長

野

町

其

内

に

松

本

先

生

の

‘~t 
戸
＼ ）

 

9

し

岸
川
家
の
こ
と
を
知
る
鍔
に
、
同
炭
の
蒋
提
寺
で
あ
る
稲
讃
寺
の
過
去
帳

を
借
り
に
慮
、
「
砂
延
」
明
治
四
表
年
十
一
月
八
日
俗
名
宮
fl
局
治
郎
年
咸

歳
、
病
氣
、
肝
虫
、
籾
装
五
日
よ
り
八
日
閲
往
生
、
臀
師
小
坂
村
中
川
と
い

ふ
死
亡
，
立
闊
心
の
窃
し
ぶ
叫
謀
さ
れ
て
ゐ
た
。
酋
祖
父
、
中
川
春
玄
が
萬
延

二
平
に
叱
ん
で
か
ら
、
訊
父
の
大
良
平
は
、
父
霞
を
粗
い
で
ゐ
た
の
で
、
時

に
三
十
[
-
心
歳
の
頃
で
お
つ
に
。

{

-ふ

井
阪
門
光
氏
の
総
こ
な
つ
て
ゐ
る
。



副
畑
谷
湿
布

秋
の
よ
の
岩
間
を
く
ぐ
る
揺
つ
せ
の
た
ま
に
き
ら
め
く
月
の
か
げ
哉

賭
越
梱
麟
樵

ゆ
ふ
け
ぶ
り
た
つ
を
し
を
り
に
柴
人
の
家
路
に
い
そ
ぐ
谷
の
か
け
橋

正
平
陵
痰
樹

葬
の
音
に
ひ
き
か
へ
て
き
く
陵
の
ま
つ
吹
く
か
ぜ
の
今
朝
の
し
ら
べ
を

出
詠
者
八
十
七
名
で
、
津
守
國
美
、
渡
泌
春
樹
、
高
橋
脳
学
そ
の
他
の
膵

氏
で
あ
っ
た
。

松
本
家
は
西
代
村
の
庄
屋
で
、
龍
平
は
腎
を
業
と
し
、
そ
の
手
、
和
Jt
、

文
吾
、
い
い
曾
三
人
北
腎
師
で
孫
の
龍
平
氏
拿
圭
右
と
改
名
）
は
、
京
都
に
出

デ
隧
業
を
編
い
で
ゐ
る
。
龍
平
は
四
易
の
貞
曾
の
手
を
引
い
て
作
林
光
平
の

窪
へ
、
よ
く
蓼
っ
た
と
、
母
か
ら
他
へ
き
い
て
ゐ
た
が
、
ぼ
風
に
似
た
慮
が

な
く
、
光
平
の
弟
子
の
歌
梨
に
は
名
を
迎
ね
て
ゐ
な
か
っ
た
。

小
生
が
歌
逍
に
つ
入
た
の
は
少
年
時
代
、
栂
が
苺
日
の
様
に
洗
濯
を
し
な

が
ら
百
人
一
種
の
歌
を
低
附
し
て
ゐ
た
こ
と
と
、
龍
平
翁
が
ど
の
様
に
し
て

歌
を
作
り
短
冊
を
書
い
て
ゐ
た
様
を
聴
い
て
ゐ
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
、
行
儀

に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
龍
平
翁
の
五
葉
を
も
ち
出
し
て
は
、
母
は
巌
格
で
あ

っ
た
。

゜

泉
ケ
丘
町
小
阪
了
源
寺
に
、
中
井
竹
山
撰
、

（
久
批
大
和
守
代
官
）
の
築
仰
が
あ
る
。
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